
重点目標 分掌 取り組み 中間評価 改善点 最終評価
◎○
△×

学校関係者評価委員による
評価

◎○
△×

学校関係者評価委員による
評価

◎○
△×

学校関係者評価委員による
評価

◎○
△× 改善策

◎

定期考査前補習だけでなく、日々の苦手教科補習も
若い先生を中心に行われ、生徒も大変意欲的に補習
に参加していた。３卒生の進路指導もクラス担任の先
生及び進路指導部の先生を中心に情報収集・受験
対策等を行った。今後は生徒の進路に対する準備を
できるだけ早い段階からできるよう指導することが重
要である。

平成25年度 学校評価総括表 伊丹市立高等学校

教育目標 勤労生徒としての自覚を促し、広い教養を身につけるとともに、こころ豊かな人間性を養い、人間尊重の精神を備えた人材を育成する。

本年度の重点目標

(1) 学校規模の縮小化に対応しながら、個に応じた丁寧な指導の徹底を図る。また、学習習慣の確立を図り、自ら学び考える力を育成するとともに生涯学び続けていく ための基礎基本を確実に定着させる。

(2) 基本的生活習慣、道徳観、倫理観等の確立を図るとともに、相互理解、相互信頼を深めながら自尊感情を高め、健全な規範意識やマナー意識・社会性を育んでいく。

(3) ２年後の閉校に向けての準備を進めながら、家庭や地域社会との連携を密にし、地域に信頼され、記憶に残る学校づくりを推進する。

教
務

進
路
指
導

生
徒
指
導

◎

◎

生徒の学習活動に必要な教具等を準備す
ることが出来た。

３
年

４
年

保
健
厚
生

９月に就職試験を受験して
不調だった生徒や、まだ進
路についてはっきりとした
考えを持てていない生徒へ
の指導を続けていく。

総
務 ○

生徒に必要な教具等を準
備することができた。

担任と委員会のメンバーで
進路に向けての支援活動
を行うことができた。

引き続き準備する。

引き続き保護者,担任、巡
回相談と情報交換をして行
く。

○

5月の中間考査後に拡大学年会議
（授業担当者会議）を行い、今年度
の各クラスの授業時の生徒の様子
について情報交換を行った。指摘の
あった生徒については担任教員から
保護者に連絡のうえ本人に対して指
導を加えてもらった。

少人数クラスでの授業や
チームティーチングの実施
により、全教員で生徒の指
導に当たった。

少人数クラスでの授業、
チームティーチングの実
施により、生徒の適性に
応じた指導を充実させ
る。

○

○

早期から生徒への意識付
けを積極的に行ったが、期
日ぎりぎりになってから動く
生徒が多く、準備不足気味
となってしまった。

事
務
室

2学期も同様の取り組みを
続けたい。

次年度に向けて、選択科目そ
の他、生徒の希望調査も実施
しつつ検討しているところであ
る。学習に消極的な生徒につ
いて、なお一層、指導の充実
をはかるよう努力したい。

検定の周知を全校生徒対象に行った結果、今年度は普
通科の生徒が簿記検定試験3級に合格することができ
た。
生徒の興味や関心・進路についてしっかりと動機付けを
して、そこから授業の大切さを理解させるよう努めている
が、理解している生徒とそうでない生徒がはっきりとして
いる。全員が理解できるよう取り組みをさらに進めていき
たい。

基礎学力の定着のための勉強会が来年
度を見据えた上ですることが出来た。

進路指導部だけではなく担任の先生方の
協力により、未内定者への就職活動への
働きかけや履歴書記入・面接指導などを
行うことができた。結果、未内定者全員が
就職試験を受験することができた。

授業規律の徹底について、保護者・生徒
からは過半数を超えるまあまあの評価を
頂いたが、職員からは厳しい評価となって
いる。拡大学年会議は1学期のみの実施と
なった。

生徒のニーズや進路を勘案し、次年度の
選択科目の見直しを行った。少人数クラス
での授業やチームティーチングについては
一定の評価を得ていると思うが、さらに生
徒の適性や進路希望に応じた指導を工夫
していきたい。

進路希望を明確に持てな
い生徒の動きが鈍く、指導
に時間がかかった。

夏に実施した勉強会や面
接指導の期間（それぞれ３
日間実施）を延長して、問
題演習や志望動機の文章
化など具体的な学習をさせ
る。

進学希望者には早い段階からの指導が可能で
あったが、就職希望者の動きが鈍く、２学期後
半から３学期に入って慌て出す生徒が多くい
た。進学、就職とも良い結果を残すことができ
たので、新４年生にはより早い段階からの進路
指導の必要性について伝えておきたい。
保護者、生徒、職員とも高い評価を得ることが
できた。

勉強会などを企画・実施
し、生徒の進路実現をサ
ポートする。

◎

学習環境の整備をすす
める。

１
　
学
習
活
動
に
お
け
る

、
個
に
応
じ
た
丁
寧
な
指
導
と
基
礎
・
基
本
の
定
着

昨年に比べ、空調については阪神昆陽の
理解を得て要望に応じてもらえるように
なった。

3学期から勉強会の生徒も増えてきた
ので引き継ぎ勉強が定着するように継
続していく。

検定の周知については、来年度も継続
して生徒全員に呼びかけていく。特に
就職希望生徒については、資格取得を
励行し情報ビジネス科全体で指導して
いく。

情
報
ビ
ジ
ネ
ス

○

これまでの個に応じた補習に加え、新
年度早々から、進路に向けての学習、
就職試験対策補習も取り入れる。

今年度の取り組み（特に進路指導につ
いて）の成果及び課題点を整理し、次
年度の活動に生かしていく。

空調については阪神昆陽高校との協
議によるしかないが、出来るだけ要望
を伝えていく。また、担任からの要望を
聞きながら問題点があれば改善して行
きたい。

選択科目群の中に、総合的な学習の時間
を加え、教科科目に縛られず、生徒のニー
ズや課題に応じた学習ができるように改善
する。少人数クラス、チームティーチングに
ついても、学習内容や課題に応じて実施し
ていく。

来年度はいよいよ第４学年だけの在籍とな
るので、生徒の行動においてはきめ細かく
指導できるようにする。限られた教員で校内
巡視をするのは困難だが、時間割を見なが
ら複数の教員態勢でクラスの授業に関わる
ことができないか考える。

就職活動の出足こそ遅かったが、１月
２月まであきらめず指導を行った結果
ほとんどの希望者が内定を得ることが
できた。早期の意識付けと共に、不調
でもあきらめず挑戦させることは継続し
ていく。

各教室に扇風機の配備を
行った。

空調については、阪神昆陽
の理解を得ながらより快適
な学習環境を確保できるよ
うにしたい。

検定については、普通科の
生徒へも周知を行い、積極
的に勧めていきたい。

商業関係の検定の取得に
向けて、日々の学習活動
の他、授業前や放課後の
補習を行った。

引き続き継続していく。

学習活動にしっかり取り
組むと共に、将来の進路
設計を考えさせる。

生徒個々の希望に応じ
た、適切かつ丁寧な進路
指導を行う。

生徒の学習活動に必要
な教具等をすみやかに
購入する

一人一人の学習状況を
的確に把握し、達成感や
成就感が得られる教科
指導の工夫を図る。

生徒の個性や特性に応
じた就労に向けての担
任,保護者との連携及び、
進路に向けて基礎学力
の定着を図る。

学年団の協力を受け、授
業規律の徹底を行う。

定期考査前の補習や実習
科目等においてはＴＴによ
る個に応じた指導ができ
た。

補習や個に応じた指導をこ
れからも続けていく必要が
ある。

◎

◎

学校生活の後半に
入り、本格的に進路
学習に向けての指
導、準備が行われて
きたことは大きな意
義がある。

◎

◎

学習活動の側面的、
支援的態勢充実へ
の取り組みが、意義
深い。 ◎

◎

◎

進路への自覚、準
備、指導が本格的に
行われ、取り組みへ
の具体化が進んだこ
とは収穫と言える。

◎

アンケートでの評価
が高い

◎

阪神昆陽高校との
連携の下、学習環境
整備が進められたこ
とは、更なる前進と
言うことができる。

○

◎

十人十色、学力差も多
岐にわたる中、T.Tの
実施、個人指導と中心
とする強化策は、意義
ある取り組みとして評
価される。

○

○

同一方向への、教職
員・保護者の連携に
よる指導こそが貴重
なことで、継続的な
指導は評価に値す
る。

○

◎

生徒指導と同様、教職員
全員で取り組まれるもの
で、平素の挨拶、服装、言
葉づかい、各種マナー等
も含め、自覚の喚起指導
の成果はあげられたと思
う。

○

未内定者の結果は
どうか。

○

精神衛生の安定が
基本となるので、心
身の健康のために、
学校・家庭間の密な
連携も求められる。

◎

刻々と新かする新時
代に向けて、この分
野の知識・技術・力
量の向上が求めら
れる。その取り組み
が頼もしい。

○

アンケートでもばら
つきが大きい。

◎

○

○

◎

○

○

○

○

個人面談等を意欲
的に実施し、卒業後
の進路について相
談に応じていただき
たい。
働くことがいかに重
要なことであるか。



重点目標 分掌 取り組み 中間評価 改善点 最終評価 ◎○
△×

学校関係者評価委員による
評価

◎○
△×

学校関係者評価委員による
評価

◎○
△×

学校関係者評価委員による
評価

◎○
△× 改善策

総
務

４
年

閉校を控え、学級規模・学
年規模が小さくなり、集団
での学習が難しい面が出
てきたが、あらゆる機会を
捉え、社会性向上をはかる
指導を心がけている。

次年度以降も、コミュニ
ケーション能力の向上や規
律ある生活に対しての意識
を高める科目や授業を計
画し、継続的な指導をして
いきたい。

○

各部署と連携し、指導を
行っているところである。防
災に関しては、新たなマ
ニュアル作成を計画し、水
害にも注意させる。

文化祭があるので清掃活
動を積極的に取り組みた
い。

健康診断結果の情報提
供。校舎内の清掃活動も生
徒全員で取り組むことがで
きた。

面接指導時に所作や言葉
遣いなどを指導した。提出
する書類については、期限
直前に作成することがない
ように指導した。

受験のためだけではなく、
卒業後社会に出ることを見
据えて指導を継続していき
たい。

全教員に協力してもらい、
地道に取り組んでいる。

３
年

生徒が積極的に清掃活動に参加した。

進
路
指
導

保
健
厚
生

○

教
務

生
徒
指
導

○

事
務
室

継続する。

全体としての挨拶・言葉遣いについては以
前より向上しているが、一部の生徒の集
会時の私語が目立つ。
集会時はもとより、授業や職員室における
指導についても職員全体で指導にあたっ
ていきたい。

○

○

○

○

△

記名式の「いじめアンケート」に変更して実
態を把握したが、問題になる事案はなかっ
た。組織的に丁寧な対応ができ、職員の
意識も高まりつつある。

全職員の協力をいただき、立ち番・校内巡
回の指導を行うことができた。集計上は高
い評価をいただいたが、校内での喫煙は
続いていて、取り締まれていない。

情
報
ビ
ジ
ネ
ス

マナーや言葉遣いの指導は進路指導の
一環として取り組むことが多いが、日常的
に意識させる必要性を強く感じた。
保護者、生徒、職員とも評価は高いが、
「３」が多く、職員の評価では「２」も１８％あ
るため、さらに努力する必要がある。

履歴書記入や面接練習を通して指導をしてき
たが、その時だけで定着していない。ルールや
マナーにおろそかであったり、普段の学校生活
から所作や言葉遣いに気をつけるようにしない
と、いざという時に恥ずかしい思いをすることを
もっと強く指導していく必要がある。

進路指導部とも協力し、コミュニケー
ション能力向上のための学習機会を増
やすように工夫する。

基本的な生活習慣や社会性についてはもう少
し時間と実践経験が必要で、例えば学校行事
を通しての取り組みで、今年度は修学旅行の
中で集団行動や社会性をある程度身につける
ことができた。社会性の向上についてはやはり
就労体験が最も有効であるが、このことは今後
の継続課題でもある。

規律遵守やコミュニケーション能力向上の
必要性についての認識は高まってきてい
ると思うが、実力向上のためには、さらに
継続的な指導が必要である。

挨拶については徹底できたとは言えない。本人
の自覚がなければマナー意識は育たないので
引き続き教育活動全般にわたって注意を促し
たい。　防災については二度の訓練を行い、概
ね良好であった。来年度はさらに事前指導を取
り入れていきたい。

○

○

この１年間は、進路指
導を軸として、自主・自
律に向けての成果をあ
げられたと察せられる
が、この結果を次の後
輩学年に生かして欲し
い。

生活習慣の確立は、一朝一
夕に行われるものではない
ので、新年度に向けて、今
年度の成長を土台として、
有終の美を飾れる学年とな
ることを目指して尽力いた
だきたい。

○

今年度、薬物乱用の防止のための講
演会を行った。違反者を取り締まること
にとどまらず、根本的に生活を見直す
啓蒙活動的な講演会等を計画したい。

面接指導の時だけに限らず、普段から
のマナーや所作を意識するような指導
をしていく。また、基礎学力修得にも力
を入れる。

生徒に呼びかけて、一人でも多くの生
徒が清掃活動に参加できるように呼び
かける。

来年度も継続して指導していく。
全職員の協力の下、職員室への入室
マナーについての指導を徹底していく。

法律の施行を受け、「いじめ防止基本
方針」を今年度内に策定し公表する。こ
れに基づき、生徒が安心して学校生活
が送れるよう指導体制等をいっそう充
実させる。

就労していない生徒が気に
なるが、機会を見つけて就
職情報を案内していく。

社会性の向上やマナーアップについて
は、今後も様々な場面で生徒に継続指
導していく。

継続的な、生徒の身につくマナー指導
を行う必要がある。学年と各部署が連
携しながら、日常的に指導して行く。

生活態度の改善については、家庭の
協力を得ながら引き続き教育活動全般
を通じて指導して行く。

健康について情報を提供
するとともに、校内、校舎
外の清掃活動に取り組
む。

社会で求められる人物像
を提示し、ルールやマ
ナー遵守の姿勢を育て
る。

校門・駐輪場の立ち番、
校内巡回を行い、挨拶や
社会のルールについて
指導する。

２学年合同授業や自主選択
の時間、「総合的な学習の
時間」において、規律を守る
ことやコミュニケーションの
重要性に気づかせ、社会性
の向上を図る。

１学期に全校生徒を対象と
して「いじめアンケート」を
実施し、実態把握に努め
た。結果として、問題になる
ような事案はなかった。

HRでの防災をさらに呼び
かける。

アンケートの形式等を工夫し、
実態把握がいっそう円滑に行
えるよう努める。また、国や
県、市の様々な通知等の資料
を活用し、職員の意識をさらに
向上させる。

授業だけでなく、日常の言
葉遣いについて日頃から
指導にあたっていきたい。

選択科目「商業技術」にお
いて、社会人としてのマ
ナーについての講義や、電
話応対・言葉遣いについて
の学習をおこなった。

引き続き指導・助言を行っ
ていく。

○

引き続き継続していく。

「
い
じ
め

」
に

対
す
る
取
り
組

み アンケートや面談を通し
て、いじめの早期発見に
努めるとともに、学校全
体で組織的にいじめを起
こさせない体制づくりを推
進する。

個々の生徒に書類の書
き方の指導・助言をする

◎

面接指導だけではなく、授
業や日常的な指導によって
意識できる生徒は増えてき
た。

注意されなくても自律的に
行動できるよう、継続的に
指導していく。

防災の観点から、日常生
活について注意を促す。
また、式典等の出席態度
や来客への挨拶などの
指導を行う。

日常的なマナー指導を充
実させ、一社会人として
の常識を身につけさせ
る。

挨拶や言葉遣いなど、ビ
ジネスマナー教育の徹底
を図る。

授業開始時の脱帽・挨拶
の指導を行った。

２
　
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
と
社
会
性
の
育
成

書類等の依頼や受け取り時に生徒に指
導・助言ができた。

基本的な生活習慣を身
につけ、仕事に就き安定
した生活基盤を築く。

書類の書き方の指導・助言
をすることができた。

○

全部署、全行事を通
じ、これまで培われ
た指導の総決算・総
仕上げともなる年に
向けて、総元締めの
役割が求められる。

○

○

実情はどうか。

△

残る１年間で、取りこ
ぼしなく、すべてが
完全に終われる様
な、手立てに向け
て、総決算の決意が
求められる。

○

○

学校全体の小規模
化と共に、予期せぬ
事態の発生の懸念
も感じられ、対応策
課題対応に取り組む
必要がある。

○

○

次年度は、スタッフ
の小規模化も避けら
れないだけに、教学
面での連携と協力体
制に期待したい。

○

◎

事務局スタッフの
方々の対応もまた有
効な指導の一助と
なっていることの自
覚による実践の意義
は大きい。

◎

◎

例え小さな呼びかけ
でも、一点集中、辛
抱強い全校的・恒常
的指導が、実を結ぶ
ことも考えられる。

○

○

環境衛生、精神衛生
の向上手立ての下
で、健康的な人材の
育成が課題となる。 ○

○

「保健衛生」と相まっ
て、心の健康、精神
衛生面へのアプロー
チもまた不可欠を思
われる。

◎

○

○

○

○

○

○

○
一般常識の理解、習
得ができる人間形成
に尽力していただき
たい。更に良識ある
行動と人から「～さ
んは良い方だ
な・・・」と思われる様
に育てていただきた
い。

○

○

○



重点目標 分掌 取り組み 中間評価 改善点 最終評価 ◎○
△×

学校関係者評価委員による
評価

◎○
△×

学校関係者評価委員による
評価

◎○
△×

学校関係者評価委員による
評価

◎○
△× 改善策

昨年度参加された方が本年度も参加してく
ださるなど、地域に定着した行事となりつ
つある。今後は新規の方にも参加していた
だけるような方法を考えていきたい。 ○

本校の最終年度であることに鑑み、個々の生徒に応じた丁寧かつ手厚い指導をいっそう充実させるとともに、地域の方々の心に残る教育活動が展開できるよう生徒・職員が一丸となって積極的に取り組む。

自己評価の総括

いよいよ新年度は、この地での３年間を含め、市高定時制独立校として出発して以来、半世紀の歴史を経て、最終年度を迎えることになる。この間、①学習習慣の確立、②個別指導の徹底、③社会性の育成、④家庭・地域との連携等の重点目標が掲げられ、実践された。ついては、有終の美を
飾って閉校するためにも、各分野で、これらの実践を受けての総仕上げで、師弟共々、学校挙げて燃焼し尽くすことへの課題に取り組んで欲しい。

次年度に向けた重点的な改善点

事
務
室

４
年

学校関係者評価の総括

移転後２年が経過し、本校に対する地域の方々の理解が深まっているように感じる。また、生徒・職員とも阪神昆陽高校との学校生活に慣れると共に、相互理解も進み教育活動がうまく展開できている。ただし、来年度は生徒数が大きく変化するため、より一層の連絡調整と配慮が必要である。

保
健
厚
生

生
徒
指
導

進
路
指
導

教
務

夏休みに地域の方々と生徒が共に
学ぶ「サマー講座」を企画、実施し
た。参加者には好評をいただいた。
冬休み期間にも計画中である。「体
験活動」を実施している生徒の活動
場所を訪問し、活動内容を確認し
た。

配布したプリントを家に持
ち帰らない生徒もいるの
で、学年通信や進路通信な
どはホームページにも掲載
していきたい。

各担任や各部署から発行
される通信は充実してお
り、情報発信はできてい
る。

３
年

総
務

学校から家庭への情報
発信として、毎月1回、学
年通信を発行する。

学校行事などの公開を通
じて、地域からの理解を
得る。

学級通信・学年通信を適
宜発行し情報を発信する
とともに、保護者と連携し
ながら生徒の指導を行
う。

引き続き清掃活動をする。

◎

ボランティアの生徒と共に
校外の清掃活動をすること
ができた。

継続する。

◎

必要な情報を提供できたつもりではある
が、それを読んでいただいているかどうか
はしっかり確認ができていないため、家庭
や地域に直接発信する方法を考える必要
がある。

迷惑行為の苦情電話は減った。バイク、車
での通学についても、見回り等の成果が
出ていると思われる。

必要なときに必要な情報を
発信できるように適宜発行
していきたい。

○

○

「サマー講座」に引き続き、「ウィンター講
座」を実施した。参加生徒は限られたもの
の、地域の方々と共に学ぶ経験は有意義
だったと思う。

学級通信、学年通信とも当初の目標通り発行
することができた。生徒が持ち帰らないことがあ
るためホームページへの掲載も考えたが、実現
できなかった。
生徒の評価で「２」が２１％もあるのが気になる
が、保護者、職員の評価は非常に高かった。

学年通信については、年間行事計画をも
とに学年担当者が、毎月大変きめの細か
い配慮でその月々の生徒が必要な情報を
常に満載して発行し,それと同時に家庭へ
の情報発信にもつながった。

◎

◎

◎

情
報
ビ
ジ
ネ
ス

引き続き継続していく。

引き続き積極的にボランティア活動に
参加してくれるように呼びかける。

生徒と地域の方がもっと交流できるよう
な内容を実施する。

学年通信は生徒にとっては、必要なも
のとなっており、新年度もさらに充実さ
せて月1回発行する。

学年の取り組みについて、ある程度の
情報発信を行うことができた。発信方
法についてはより良い方法を今後も検
討していく。

校舎外（地域）の清掃ボ
ランティア作業を実施す
る。

進路だよりを毎月発行す
る。進路や奨学金に関す
る情報を提供し、生徒の
進路実現へのサポートを
する。

校外での迷惑行為（無断
駐車･駐輪、蝟集たむろ
等）の指導を行う。

「体験活動」および学校
設定教科「地域と学校」を
通して、地域への貢献を
図る。

校外の見回りを通じて地域の方と言葉
を交わして、教員の目の届かぬ所での
生徒の様子などについて情報収集を図
る。

今後も進路だよりを定期的に発行し、
必要な情報を発信する。

サマー講座等は、時間設
定や案内方法など工夫しな
がら継続していきたい。

ボランティアも4年生が積極的に参加してく
れた。より多くの生徒が参加してくれるよう
努力したい。

毎月進路だよりを発行する
ことができた。

地域の方からの通報があ
れば直ちに現場へ向かっ
た。登校時、下校時の巡回
も続けている。

各委員会から提示された企画が円滑
に実施されるよう、協力体制を作る。

◎

毎月１回、学年通信を発行
できた。

今後も月１回学年通信を発
行していく。

考査毎に情報ビジネス科
通信を発行することができ
た。

12月にパソコン体験講座を
実施予定である。

体育祭をはじめ、可能な限
り案内をし、理解を得るよう
にしている。

危機管理上、公開に制限
はあるが、文化祭に向けて
各方面と協議しながら、地
域への案内について計画
する。

各委員会によれば、公開された行事や講
座は好評で、地域の方の参加者も多かっ
たようだ。総務部としては出来るだけ委員
会に協力していきたい。

学校規模の縮小に伴い、講座開講は
難しくなるが、行事とも連携させ、地域
の方々と学ぶ機会を持てるよう計画す
る。

本校生徒が主体となった
「パソコン体験講座」を開
講し、こどもから大人まで
楽しめる講座を目指す。

３
　
家
庭
や
地
域
と
の
緊
密
な
連
携
と
地
域
へ
の
貢
献

昨年に引き続き、地域の方々と信頼関係
を築くことができ、本校への理解が深まっ
ているように思える。

引き続き信頼関係を築くよ
うに会議等に出席する。

会議等に出席して、地域の
方々との信頼関係を築くこ
とができた。

地域の方々との信頼関
係を築くために会議等に
出席する。

進路実現には、情報
発信が、特に課題と
して重視されるの
で、よりきめ細かな
支援を期待したい。

○

◎

今後は最終年度の
自覚の下で、自らを
律する姿勢・行動の
姿を定着させて欲し
い。

○

各行事、公開行事等
の企画・案内は、き
わめて意義あるもの
で、地域の人々に親
近感を深めるものと
なった。

◎

「地域と学校」は、ユ
ニークな活動で、今
後もその機会を広め
継続して、地域の期
待に応えて欲しい。

◎

◎

２年次に続き、毎月の
学年通信の発行は、格
別、学校とのつなが
り、信頼を強化するも
のとして意義あるもの
であった。

◎

学内の様子がよく分
かる。

◎

学年通信に加え、学
級通信も取り入れら
れ、「市高だより」と
併せ、保護者との連
携にも貢献するもの
となった。

◎

◎

総務の活動とも相
まって、地域ブロック
会議を通じての広報
紙配布の意義はき
わめて大きい。

◎

◎

「市高だより」で紹介
もされているが、各
種講座の案内につ
いての広報方法に
ついて工夫してもら
えればと思う。

○

清美活動は、自分の
精神（心）を磨くこと
でもある。今後の人
間形成の礎の位置
づけとしてほしい。

◎

◎

◎

◎

○

◎

○

◎

○

◎

◎

○

◎

◎

学年通信の発行や
学校行事について
満足しています。
教員の皆様が年々
減っていく中で、先
生同士が結束し、生
徒に接してくれてい
ると理解していま
す。
引き続きよろしくお
願いいたします。


